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平成２５年度 ２学年 数学科 年間指導計画と評価計画

＜評価の観点＞ １ 数学への関心、意欲、態度
２ 数学的な思考・判断・表現
３ 数学的な技能
４ 数量、図形などについての知識、理解

単元 評価の観点
月 または 指導項目 学習内容 時数 １ ２ ３ ４ 評価規準 評価基準 評価の方法

内容 （おおむね満足できる＝Ｂ）
４ １章 １節 １，多項式と単項式 １０ ◎ ○ ○ ◎ ・文字を２つ以上含む式を計算し、簡単にできる。 観点１，関心・意欲・態度 ・授業態度

式の計算 式の計算 ２，多項式の計算 ○ ○ ○ ◎ ・次数や係数の意味が分かり、式の分類ができる。
３，単項式の乗法と除法 ○ ○ ◎ ○ ・単項式、多項式の意味が分かり、同類項をまとめられる。 ①授業態度、遅刻、忘れ物 ・ワークシー
４，式の値 ○ ○ ◎ ○ ・単項式どうしの乗除ができる。 ト

・式の計算を利用して、式の値を簡単に求められる。 ②発言
・式の計算のよさを見いだせる。 ・問題集

２節 １，式による説明 ４ ◎ ◎ ○ ○ ・整数の性質を帰納や類推によって発見できる。 ③問題集、ワークシート
文字式の利用 ２，等式の変形 ○ ○ ◎ ○ ・整数の性質を式の計算を利用して、一般的に説明できる。 ・提出物

５ ・式の計算の利用を通じて、文字の有用性を見いだせる。 以上①～③を総合して点数化する。
・目的に応じて、等式を変形し、事象を考察しようとする。 ・宿題
・等式を変形して、式をある文字について解くことができる。

・章の問題 １ 観点２～４の３観点に関しては、定期考査 ・小テスト
小テストによって評価する。

２章 １節 １，連立方程式とその解 ７ ○ ○ ○ ◎ ・２種類の文字を使い、数量の関係を捉えるよさを知る。 ・定期考査
連立方程式 連立方程式とその解き方 ２，連立方程式の解き方 ◎ ○ ◎ ○ ・２元１次方程式の意味が分かる。 Ａ：８０％以上

３，いろいろな連立方程式 ・２元１次方程式の解の組を求められる。
・連立方程式の解の意味が分かる。 Ｂ：５０％以上
・連立方程式を１次方程式に帰着させて解く方法に気付く。
・加減法の原理を理解し、連立方程式が解ける。 Ｃ：５０％未満
・代入法の原理を理解し、連立方程式が解ける。
・括弧を含む連立方程式が解ける。 以上の割合（満点に対して）で評価する。

６ ・小数、分数係数の連立方程式が解ける。
２節 １，連立方程式の利用 ５ ◎ ◎ ○ ○ ・問題解決で、１元１次方程式と２元１次方程式との関連が分
連立方程式の利用 かり連立方程式のよさが分かる。

・文章題を連立方程式を作り、解くことができる。
・章の問題 １

７ ３章 １節 １，１次関数 １２ ◎ ◎ ○ ○ ・身のまわりの２つの数量関係から１次関数を見いだすことが
１次関数 １次関数 ２，１次関数の値の変化 ○ ○ ◎ ◎ できる。

３，１次関数のグラフ ○ ○ ○ ◎ ・１次関数の意味が分かる。
９ ４，１次関数を求めること ○ ○ ◎ ○ ・１次関数の関係を式で表せる。

５，１次関数とみなすこと ○ ○ ◎ ○ ・変化の割合の意味が分かり、計算で求められる。
・式や表から、グラフが書ける。
・切片や傾きの意味を理解し、グラフを書いたり１次関数の特
徴が分かる。

２節 １，２元１次方程式のグラフ ７ ○ ○ ◎ ◎ ・グラフから１次関数の式を求められる。
１次関数と方程式 ２，１次関数のグラフの利用 ○ ○ ◎ ○ ・χ，ｙの値の組、傾き、切片、変化の割合等、いろいろな条

３，連立方程式とグラフ ○ ◎ ○ ○ 件から１次関数の式を求められる。
・χやｙの変域を考えられる。
・２元１次方程式を２つの数量関係と捉えられる。
・２元１次方程式と１次関数のグラフは一致することを知る。
・グラフを用いて連立方程式を解いたり、連立方程式でグラフ
の交点の座標を求められる。

・ｙ＝ｋの意味が分かり、このグラフが書ける。
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・章の問題 １ ・問題解決にグラフを利用できる。

４章 １節 １，多角形の内角と外角 ６ ◎ ○ ○ ◎ ・図形の性質を、ある事柄を根拠として、予想したり説明した
平行と合同 平行線と角 ２，平行線と角 ○ ○ ◎ ◎ りできる。

・多角形の内角の和を求められる。
・多角形の外角の和が分かる。
・対頂角、同位角、錯角の意味が分かる。
・平行線と同位角や錯角の関係が分かる。
・三角形の内角の和が１８０度であることを証明できる。
・証明の意味が分かる。
・角についての性質を利用して角の大きさを求められる。

10 ２節 １，合同な図形 ８ ◎ ◎ ○ ○ ・合同の意味が分かり、記号を使って表せる。
合同な図形 ２，三角形の合同条件 ○ ○ ◎ ◎ ・合同な図形の性質を理解し、式で表せる。

３，証明のすすめ方 ◎ ◎ ○ ○ ・三角形の合同条件を理解できる。
・合同な三角形を見つけ、記号で表せる。
・合同条件を用いて、図形の性質を考察したり証明できる。
・仮定、結論の意味が分かり、命題をそれに分類できる。
・根拠となる事柄を明らかにし、証明の進め方を理解できる。
・図形の基本性質をもとに、図形の性質を考察し証明ができる。

・章の問題 １

11 ５章 １節 １，二等辺三角形の性質 ８ ◎ ◎ ○ ◎ ・二等辺三角形の定義が分かる。
三角形と四 三角形 ２，二等辺三角形になるための条件 ○ ◎ ◎ ○ ・定義や定理の意味が分かる。
角形 ３，直角三角形の合同条件 ○ ○ ○ ◎ ・二等辺三角形の性質が分かり証明ができる。

・正三角形の定義が分かり、１つの内角が分かる。
・二等辺三角形の性質を用いて、角の大きさを求めたり、図形
の性質を考察できる。

・二等辺三角形になるための条件を証明できる。
・命題の逆について考察でき、真偽が分かる。
・直角三角形の合同条件を理解し、図形の性質の証明に利用で
きる。

２節 １，平行四辺形の性質 ９ ◎ ○ ◎ ○ ・平行四辺形の定義が分かり、記号で表せる。
平行四辺形 ２，平行四辺形になるための条件 ○ ○ ◎ ○ ・平行四辺形の性質を証明できる。

12 ３，特別な平行四辺形 ○ ◎ ○ ◎ ・平行四辺形の性質を利用して、図形の性質を考察したり証明
４，平行線と面積 ○ ◎ ◎ ○ したりできる。

・平行四辺形になるための条件を証明できる。
・平行四辺形になるための条件を利用して、図形の性質を考察
できる。

・長方形、ひし形、正方形の定義が分かる。
・長方形、ひし形、正方形の性質や、なるための条件が分かり、
証明ができる。

１ ・直角三角形の斜辺の中点の性質を理解できる。
・底辺を共有し、高さが等しい三角形の面積は等しいことを利
用して、等積変形ができる。

・章の問題 １

２ ６章 １節 １，確率の考え ８ ◎ ○ ○ ◎ ・統計的な確率の意味が分かる。
確率 確率 ２，確率の求め方 ○ ◎ ◎ ◎ ・簡単な確率を求められる。

３，いろいろな確率 ○ ◎ ◎ ◎ ・場合の数を数えられる。
・樹形図は表から、場合の数を求め数学的な確率を求められる。
・同様に確からしいという意味が理解できる。
・確率は０から１までの数で表せることを理解する。

３ ・いろいろな場面で確率を計算できる。
・章の問題 １

２年生のまとめ 課題学習、予備 １０


